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三陸沖の地震（4 月 20 日 M7.7）の震源断層モデル（暫定） 

 

 基準期間: 2026 年 4 月 13 日 15:00－2026 年 4月 20 日 14:59 JST（迅速（Q5.1）解） 
 比較期間: 2026 年 4 月 20 日 18:00－2026 年 4月 21 日 05:59 JST（迅速（Q5.1）解） 
 固定局: 猿払 (950101) 

 

図１ 推定された震源断層モデル．矩形実線は震源断層モデルを地表に投影した位置で，太い実線が断

層上端．矢印は水平方向の観測値（黒）及び計算値（赤）．赤等値線は 1968 年十勝沖地震，青等

値線は平成６年（1994 年）三陸はるか沖地震のアスペリティ（永井・他, 2001）．点線の四角

は，令和 7 年 12 月 8 日に発生した青森県東方沖の地震の矩形断層モデル．黄色の☆印は今回の地

震の震央，白抜きの星印は過去の地震の震央，点は本震発生以降から 4/21 06:35 までに発生した

震源（気象庁自動震源を使用）． 

 

表１ 推定された震源断層モデルパラメータ 

 VR は 95.6%． 

 マルコフ連鎖モンテカルロ（MCMC）法を用いてモデルパラメータを推定した． 

 位置は断層の左上端を示す．括弧内は誤差（1σ）を示す． 

 Mwと断層長さ・断層幅の関係をスケーリング則（Strasser et al. 2010）で拘束． 

 Mwの計算においては，剛性率を 40 GPa と仮定． 
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【参考１】鉛直方向の変位及び断面図 

 
（左図）矩形実線は震源断層モデルを地表に投影した位置で，太い実線が断層上端．矢印は鉛直方向の観

測値（塗りつぶし）及び計算値（白抜き）で赤が上方向，青が下方向を示している．赤等値線は

1968 年十勝沖地震，青等値線は平成６年（1994 年）三陸はるか沖地震のアスペリティ（永井・

他, 2001）．点線の四角は，令和 7 年 12 月 8 日に発生した青森県東方沖の地震の矩形断層モデ

ル．黄色の☆印は今回の地震の震央，白抜きの星印は過去の地震の震央，点は本震発生以降から

4/21 06:35 までに発生した震源（気象庁自動震源を使用）． 

（右図）傾斜方向(A-B)に射影した断層面（太線）及び震源分布（点）．傾き下がる方向が正．破線はプレ

ート境界面（Nakajima and Hasegawa 2006, Kita et al. 2010）． 

 

【参考２】事後確率分布（コーナープロット） 
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